
日本酒原料米の安定取引に向けた情報交換会の概要 

開催日：令和４年９月２９日（木） 

 

 日本酒の販売状況  

◯ 国内の日本酒の需要については、新型コロナウイルス感染症の影響が残っており、特

に、外食向けについては、徐々に宴会やイベント開催が復活しているものの、まだ８割

程度にしか回復していない。家庭向けについては、コロナ禍で一時は伸びたが、翌年か

らその反動で下落して、そのまま横ばいという状況。 

◯ 地方における日本酒の需要については、首都圏向けよりもさらに１～２割程度下回っ

ている状況。 

◯ 酒造好適米を多く使用する特定名称酒は売れているが、加工用米を多く使用している

一般酒の需要はまだ戻っていない。 

◯ 地方においては、観光にウェイトを置いている酒蔵もあるため、新型コロナウイルス

感染症の影響が大きく、飲食店の客足も全く戻っていないことから、中小零細の酒蔵の

経営は非常に悪化しており、３年から５年かけて回復させるしかない状況。 

 

 令和２・３・４年産日本酒原料米の状況  

◯ 令和２年産の酒造好適米の生産では、種子の配布や植付の準備が進んでいたことから

減産が間に合わず、結果として作付規模が需要量を上回る状況となったが、米穀周年供

給・需要拡大支援事業を活用した長期計画的な販売に取り組み、過剰在庫も解消されて

きている。 

◯ 令和３年産については、各産地で需要動向を踏まえ生産抑制を図ったことにより、過

剰感も解消され、現在のところ需給の均衡がとれているのではないか。一方、今後の需

要動向や在庫状況には注視する必要がある。 

◯ 令和３年産については、一部の生産者に作付けを休止してもらう必要があった一方で、

令和４年産については、酒造メーカーから増産の要望があり作付けを増やしたが、生産

者からは生産量を平準化してほしいとの要望がある。 

◯ 日本酒の需要が回復した際に酒造好適米を生産してもらうため、飼料用米等に転換し、

水田を維持するように取り組んでいる。 

  



 令和５年産酒造好適米の生産に向けた取組  

○ 令和５年産については、需要量が増加する見込みとなっているが、肥料等の資材価格

が高騰しているので、酒造メーカーとも前広に情報交換しながら、安定供給に向けて取

り組みたい。 

○ 需要に応じてタイムリーに生産を拡大していきたいが、種の準備や農家の体制など、

事前の準備が必要となるので、情報を密にして、逐一、生産と需要をマッチングさせる

体制が必要。 

 

 その他  

◯ 日本酒の品質向上の取組として、長期貯蔵による劣化を防ぐため、精米歩合を高め、

原料米を多く消費している酒蔵もある。 

◯ 輸出については、カントリーリスクやコンテナの不足もあるが、非常に好調である。 

◯ コメ・コメ加工品の輸出のうち８割は日本酒であることから、国策として日本酒の輸

出に対するさらなる支援をお願いしたい。輸出向け日本酒には加工用米も使用している

ことから、新市場開拓用米については、酒造好適米だけでなく、加工用米にも支援をお

願いしたい。 

◯ 酒造好適米についても、加工用米の戦略作物助成と同様な支援をお願いしたい。 

◯ 水田リノベーション事業の機械・施設の整備支援における産地に関する要件（水田リ

ノベーション産地・実需協働プラン参画農業者が生産する農産物の使用割合が５割以上）

の緩和をお願いしたい。 

○ 福島第一原子力発電所の事故に伴う 10 都県の中国向けの輸出規制については、農林水

産省として規制の解除に向け、引き続き努力いただきたい。 

○ 付加価値の付け方として、有機や環境という切り口が世界では求められており、今後

は有機米を生産する農家を増やしていくということが課題となるので、生産者側にも世

界に向けてブランド力を高めていくという意識を持って協力いただければありがたい。 

○ 有機米の生産については、手間がかかるとともに、収量が落ちる可能性もあるが、酒

造好適米は他への汎用性がないことから、生産者のそれらの不安の払拭も必要であり、

実需者と生産者が一緒になって取り組むことが重要。 

◯ 日本酒の販売促進のための取組について、生産者と連携したイベントやホームページ、

ＳＮＳを利用した情報の発信等に対する支援をお願いしたい。 

 

（以上） 


